
新

除草、病害虫防除、支

規

○工業団地等の緑地及

完

び公園の除草、病害虫

了

防除、支

障木伐採、清

事

掃業務等を実施した。

業

障木伐採、清掃業務等

ゼ

を実施した。

○塩野工

ロ

業団地調整池修繕工事

予

等を実施した。 ○イン

算

ターの調整池水路浚渫

事

工事を実施した。

  

業

  

平成26年度　実

担

績 平成27年度　予定

当

○工業団地等の緑地及

者

び公園の除草、病害虫

全

防除、支 ○工業団地等

体

の緑地及び公園の除草

計

、病害虫防除、支

障木

画

伐採、清掃業務、調整

経

池設備点検等の実施 障

費

木伐採、清掃業務、調

区

整池設備点検等の実施

分

  

内線

事務事業名

所　　属

施　　策

会計
予算

科目
科目

事業

事業目的 事業概要・効果 

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

平成22年度　実績 平成23年度　実績

平成24年度　実績 平成25年度　実績

平成26年度　実績 平成27年度　予定

内部評価【二次】 1頁

平成２７年度　行政評価事業別シート

実計対象 □ 評価対象 ■ 新規 □ 完了事業 □ ゼロ予算事業 □ 担当者 黒岩英至

全体計画 経費区分 － 内線 3423

事務事業名 4180 工業振興事業

所　　属 150200 産業振興部・産業連携開発課

施　　策 05022400 既存産業の高度化・高付加価値化の促進

会計 01 一般会計
予算

科目 070102 商工費・商工費・商工業振興費
科目

事業 010000 工業振興事業

事業目的 事業概要・効果 

○工業団地等内の企業及びその従業員の働きやすい環 ○工業団地等の緑地及び公園の除草、病害虫防除、支

境と良好な景観の維持を目的とする。 障木伐採、清掃業務などを年間を通し計画的に実施を

○市内中小企業の優れた工業製品の展示会等出展に対 した。その結果、働きやすい環境と良好な景観を維持

し支援を行うことで、新たな取引先

内

や市場開拓、販路 する

部

ことができた。

拡大に

評

繋げることを目的とす

価

る。 ○産業フェアなど

【

の展示会、見本市等に

二

工業製品を出

展する際

次

の経費（展示場の小間

】

代、展示小間の装飾費

1

、販売促進資料など）

頁

の一部を助成し支援を

平

した。そ

の結果、新た

成

なビジネスチャンスに

２

繋がっている。

 

ＰＬ

７

ＡＮ－ＤＯ

年度実績及

年

び予定

平成22年度　

度

実績 平成23年度　実

　

績

○工業団地等の緑地

行

及び公園の除草、病害

政

虫防除、支 ○工業団地

評

等の緑地及び公園の除

価

草、病害虫防除、支

障

事

木伐採、清掃業務、調

業

整池設備点検等を実施

別

した。 障木伐採、清掃

シ

業務、調整池設備点検

ー

等を実施した。

○塩野

ト

東工場団地のマンホー

実

ル嵩上げ修繕工事を実

計

施 ○塩野工業団地集会

対

場の屋根改修工事及び

象

下水道接続

した。 工事

評

を実施した。

  

平成

価

24年度　実績 平成2

対

5年度　実績

○工業団

象

地等の緑地及び公園の



位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成26年度 平成27年度

決　　　算 予　　　算

事業費 15,235 18,560

国庫支出金 0 0

特 定 都道府県支出金 0 0

財 源 地方債 0 0

その他 6,995 7,062

一般財源 8,240 11,498

正規職員 0.9 0.9
人員数

嘱託職員 0.3 0.3
（人）

臨時職員 0.0 0.0

正規職員 6,172.2 6,172.2

人　員 嘱託職員 817.5 817.5

コスト

内

臨時職員 0.0 0.0

部

計 6,989.7 6,

評

989.7

市民一人当

価

たりの経費 0.4 0.

【

5

総額 22,224.

二

7 25,549.7

（

次

単位：千円）

平成26

】

年度決算　事業費の内

2

訳

主な節 金額 内容

謝礼

頁

61
8節  報償費 6

指

1

消耗品費426、燃

 

料費76、印刷製本費

標

100、光熱水費37

 

4、修繕料189
11

名

節 需用費 1,166

算

調整池設備点検委託料

　

357、病害虫防除委

　

託料445、除草等業

式

務委託料1,61
13

単

節 委託費 3,728

位

0、支障木伐採委託料

年

450、清掃業務委託

　

料221

15節 工事

　

請負費 0

受注開拓事業

度

補助金719、製品安

平

全性等検証支援事業補

成

助金500、商工業振

2

19節 負担金補助及

3

び交付金 1,841
興

年

対策事業補助金174

度

、農商工観連携活動促

平

進事業補助金392

土

成

地借上料7,310
そ

2

の他 8,439
 

4年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成26年度 平成27年度

決　　　算 予　　　算

事業費

国庫支出金

特 定 都道府県支出金

財 源 地方債

その他

一般財源

正規職員
人員数

嘱託職員
（人）

臨時職員

正規職員

人　員 嘱託職員

コスト 臨時職員

計

市民一人当たりの経費

総額

（単位：千円）

平成26年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

8節  報償費

11節 需用費

13節 委託費

15節 工事請負費

19節 負担金補助及び交付金

その他

内部評価【二次】 2頁

指 標 名 工業製品等の展示会に出展する受注開拓事業

算　　式 受注開拓事業補助金の交付件数（企業数） 単位 件

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標 9 9 9 9 9
目 標 値

実 績 2 6 8 10

指標選定 市内中小企業の得意技術や技能、新製品を武器に出展していただくことで、新たなビジネスチャンスに繋げる

の 理 由 ことができるため

最終年度 工業団地組合等の会議において市補助制度について紹介してきた結果、認知度が高まり当補助金の申請件数が

目標の根拠 増加してきている

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単



委

品を武器に積極的に出

託

展していただき、新た

費

なビジネスチャンスに

1

繋げて
評   価

いた

5

だく必要がある。
コメ

節

ント

・事業の成果は上

 

がっているか

・目標に

工

対する達成度は十分か

事

有 効 性 ・市民生活

請

上の課題解決に貢献し

負

ているか 有効

・行政内

費

部の管理上の課題解決

1

に貢献しているか

・事

9

業の目的が達成できる

節

ような事業内容になっ

 

ているか

・工業団地等

負

内の環境整備を定期的

担

に実施していることか

金

ら、企業や近隣住民か

補

らの苦情はほとんどな

助

い。

・企業より商談等

及

に結び付いている事例

び

があるとお聞きしてい

交

る。
評   価

コメン

付

ト

・成果を落とさずに

金

コストを削減する方法

そ

はあるか

効 率 性 ・

の

効率性向上に努めてい

他

るか 変わらない

・使用

Ｃ

料などの受益者負担や

Ｈ

補助対象事業の範囲な

Ｅ

ど、財源確保の余地は

Ｃ

ないか

・工業団地等内

Ｋ

の環境整備や景観の維

個

持について、効率性を

別

求めるものではない。

評

・補助対象経費は適正

価

な範囲であり、企業に

項

も一部負担をしていた

目

だいている。
評   

評

価

コメント

振り返り（

価

決算年度の取組み課題

観

）

・工業団地等緑地公

点

園の高木について、計

評

画的に剪定・伐採など

価

を行い景観の維持に努

内

めていく必要がある。

容

・企業訪問を行う中で

・

、企業が必要としてい

市

る情報や状況把握を行

民

い、市補助制度等の市

の

の施策のＰＲを行う。

生命・財産を守るため市が実施することが必要不可欠な事業であるか

・行政内部の管理運営上必要な事業であるか

必 要 性 ・市が主体となり実施すべき事業か

・法的な根拠や公的関与の妥当性はあるか

・目的は結果（施策の目指す理想）に結びついているか

評   価

コメント

・事業の成果は上がっているか

・目標に対する達成度は十分か

有 効 性 ・市民生活上の課題解決に貢献しているか

・行政内部の管理上の課題解決に貢献しているか

・事業の目的が達成できるような事業内容になっているか

評   価

コメント

・成果を落とさずにコストを削減する方法はあるか

効

内

 率 性 ・効率性向上

部

に努めているか

・使用

評

料などの受益者負担や

価

補助対象事業の範囲な

【

ど、財源確保の余地は

二

ないか

評   価

コメ

次

ント

振り返り（決算年

】

度の取組み課題）

3頁

（単

内

位

部評価【二次】 3頁

（ ：単位：千円）

平成27

千

年度当初予算　事業費

円

の内訳

主な節 金額 内容

）

謝礼80
8節  報償

平

費 80

消耗品費465

成

、燃料費85、印刷製

2

本費112、光熱水費

7

412、修繕料381

年

11節 需用費 1,4

度

65

調整池設備点検委

当

託料357、病害虫防

初

除委託料450、除草

予

等業務委託料2,02

算

13節 委託費 5,7

　

92
0、支障木伐採委

事

託料2,000、清掃

業

業務委託料238

15

費

節 工事請負費 0

受注

の

開拓事業補助金900

内

、製品安全性等検証支

訳

援事業補助金1,00

主

0、商工業
19節 負

な

担金補助及び交付金 2

節

,583
振興対策事業

金

補助金300

旅費10

額

、役務費559、土地

内

借上料7,149
その

容

他 8,640

ＣＨＥＣ

8

Ｋ

個別評価

項目 評価観

節

点 評価内容

・市民の生

 

命・財産を守るため市

 

が実施することが必要

報

不可欠な事業であるか

償

・行政内部の管理運営

費

上必要な事業であるか

1

必 要 性 ・市が主体

1

となり実施すべき事業

節

か 普通

・法的な根拠や

 

公的関与の妥当性はあ

需

るか

・目的は結果（施

用

策の目指す理想）に結

費

びついているか

・工業

1

団地内の環境を整備し

3

、良好な景観づくりに

節

努めた。

・市内企業の

 

得意技術や技能、新製



コメント

内部評価【二次】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 簡易な改善（拡大） 次年度以降の方向性 進め方の改善（拡大）

総合評価コメント ２次評価コメント

市の補助制度について、企業ニーズの把握に努め、多 企業に対し市の補助制度について機会を捉え

内

て説明し

くの企業に活

部

用していただけるよう

評

検討のうえ、見直 てい

価

るが、補正増をする補

【

助金がある一方で活用

二

に至

しをしていく必要

次

がある。 らない補助金

】

もあることから、企業

4

ニーズの把握を行

う中

頁

で制度見直しの検討を

Ａ

行う必要がある。

外部

Ｃ

評価

次年度以降の方向

Ｔ

性

外部評価コメント

ＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 次年度以降の方向性

総合評価コメント ２次評価コメント

外部評価

次年度以降の方向性

外部評価


